
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長中だより 
明るく、仲良く、元気よく 

第２号 

令和４年 ５月３１日（火） 

学校教育目標：個の能力を伸ばし、自立して社会の形成者となるための資質を養う教育の推進 

「友の存在を考える」～本当の「思いやりの心」とは～ 

                                 校長 雨 澤 啓 司 

新型コロナウイルス感染症に対して、様々な感染対策をしてきましたが、５月１４日から２２日ま

で、「学校閉鎖」を実施しました。生徒の安全・安心を最優先に考え、町教委と学校医の協議を踏まえ、

実施となりました。保護者の皆様や地域の方々には、ご心配をおかけしたことを心から申し訳なく思

っております。感染については、誰かの責任を問うこともなく、ただただ、感染者の回復を願い十分

な配慮をいただいたことに心から感謝いたします。今後も様々なケースがいつ、どのように起こるか

想像すらできない状況にあることを受けとめ、「個人情報の保護」・「人権尊重」の観点から、「思いや

りの心」をもち、十分な配慮をお願いいたします。 

最近に限らず、昔から学校でも家庭でも、子供たちには、「思いやりの心」が育つよう、教師や保護

者がしつけや教育を施してきました。「思いやりの心」を育てるということは、生徒が自分自身の行動

を考えて行う力を育てることにつながると思います。残念ながら自分自身で考える時間とその機会が、

今の中学生にはあまりないように感じます。自分の行動について振り返る時間がないことが、他者へ

の攻撃や物にあたる行為となる場合も少なくありません。自分自身を考えることができれば、自分自

身の可能性に気づいたり、自分の良さを伸ばす行動に結びつくことになるでしょう。そのためには、

①今、自分が何をするべきか自覚できる、②自分が他人のために役立っていることに気づく、③日々、 

少しずつ成長していることに気づく、④これから何をすべきか、考えることができる、⑤自分を理解

し、支えてくれる人が身近にいると感じることができる。 

このような活動を日常生活で実践することが大切です。こうした活動が特に学校では「授業」によ

って展開されることが最も重要です。教師が日々、教材研究を行うのは、「わかる授業。できる授業」

の実践を通して、生徒の成長を期待することを願っているからなのです。時代が変化しても、この意

識を大切にしていきたいと考えます。 

私事ですが、最近「思いやりの心」を考えたとき、一人の「友」の顔が浮かびました。彼は、中学

１年生の１年間だけ同じクラスにいた生徒でした。中１の３月には帯広に転校し、その後お互いが 

１９歳になるまで全く音信不通で、連絡を取り合っていませんでした。 

それ以来、頻繁に連絡を取り合っていませんでしたが、お互いの居住地に 

立ち寄る際に電話が来て会う時間を作り、多くて２～３時間話しをして、次 

回会う約束もせずに別れるような関係でした。私が彼を「思いやりの心」で 

思い浮かべたのは、私が落ち込んでいるとき、「おまえの失敗したことは、 

是非これからも頑張って乗り越えてほしい。でも、おまえの良さは、俺が 

１番よく知っているから、前向きに頑張れ！」と言う一言でした。 

  

いつか彼が落ち込んだとき、私も彼のような「思いやりの心」を伝えたいと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月９日（月）から本校卒業生の柴山凜（しばやま りん）さんが教育実習に取り組んでいます。柴山 

 ３日（金）体育大会            １８日（土）今金ミュージックサマースクール（～19 日）  

４日（土）渡島中体連陸上大会       ２０日（月）中体連卓球大会前日準備              

８日（水）職員会議            ２１日（火）中体連卓球大会当番校（～23日） 

 ９日（木）町研サークル                渡島中体連各種大会（～23日） 

１５日（水）歯科検診 校内研修       ２４日（金）心臓検診 

１７日（金）中体連壮行式          ２５日（土）吹奏楽祭 

 

 

 

 

５月９日（月）から本校卒業生の柴山凜（しばやま りん）さんが教育実習に取り組んでいます。

柴山先生は日本体育大学に在学しており、５月 27 日までの養護実習（３週間）、続いて６月 17

日までの保健体育科の実習（３週間）に挑戦しています。以下は自己紹介となります。    

教育実習 

 

本校では年３回の教育相談を実施し

ています。第１回は、学校閉鎖期間のオ

ンライン教育相談に始まり、５月 27 日

までの日程で、担任の先生と日ごろの悩

みや不安、勉強の仕方などをじっくり相

談しました。今後の学校生活をより充実

させていくヒントを得ることができた

と思います。第２回の教育相談は、10月

に予定されています。 

このような機会に限らず、何か気にな

ることがあればいつでも、先生方に相談

してほしいと思います。 

 

第１回教育相談 

 私が中学生の時はバスケットボールに打ち込み、休日

も時間と場所を見つけては練習に励んでいました。実習

では、部活動や授業に取り組む生徒の姿を見て、懐かし

さを感じています。６週間という長い期間で生徒と共に

学びながら楽しく過ごしていきたいと思っていますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

北海道子ども相談支援センターでは、いじめや不

登校、友人関係、LGBT、子育て・しつけなど家庭

教育に関する悩みなどを抱える子どもたちや保護者

からの相談を受け付けています。毎日 24 時間対応

の電話相談や、メール、来所相談も行っています。 

 

◯電話相談  ０１２０－３８８２－５６ 

◯メール相談 sodan-center@hokkaido-c.ed.jp 

◯来所相談 

札幌市中央区北 3 条西 7丁目道庁別館 8階 

（予約）0120-3882-56  
※10：00～16：00（土日・祝日、年末年始はお休みです） 

子ども相談支援センター 


